
２０２６年９月２日（水）～４日（金）　
10:00～17:00　海浜幕張メッセ 
日東精工アナリテック　 5A-101

「JASIS 2026」出展のご案内

来る 9月2日（水） ～ 4日（金） の3日間、幕張メッセにて「JASIS 2026」が開催されます。

弊社も新製品の自動試料燃焼装置など各種分析装置を出展いたします。

是非ご来場くださいますようお願い申し上げます。

ハロゲン分析装置

見どころ情報

昨年発売を開始した簡易型水分測定装置 CA/KF-51 と自動試料燃焼装置 AQF-5000H
のオプションとして吸収液コレクタ－AC-500 を展示します。

燃焼 - イオンクロマトグラフィー （C-IC） と吸着装置 TXA-04 を用いた PFAS 類のスクリー

ニング分析をご提案しています。

自動粉体抵抗測定システムでは、 リチウムイオン電池などに使われる電極材料の、 体積

抵抗率とプレス密度を同時に測る事で、 粉体の総合的な評価に使える装置をご紹介して

おります。

今回は、 技術解説パネルをブース内に展示しております。 ぜひご覧ください。
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吸着装置
電子材料や医薬品などの硫黄・ハ
ロゲン（ふっ素、塩素、臭素、よ
う素） が測定できる装置を紹介し
ます。PFAS類のスクリーニング分
析についてもご紹介します。

自動粉体抵抗測定システム
活性炭が充填されたカラムへ試料
を通液・吸着し、硝酸塩水溶液で
洗浄することができます。
今年はふっ素フリー配管を準備。
PFAS類に最も有効です。

試料を入れたプローブユニットをセッ
トするだけで、任意の圧力下で粉体の
体積抵抗率を自動で測定します。
粉体の抵抗率とプレス密度を同時に測
定できます。

JASIS　日東精工アナリテック

https://www.n-analytech.co.jp/event/event-info/entry-1477.html



出展社セミナー　9月4日 （金）

13:15-13:45

TKP（旧アパ）会場 No.2
（旧アパホテル＆リゾート）

燃焼イオンクロマトグラフィー入門：C-ICを用いたハロゲン・
硫黄分析から全ふっ素分析によるPFASスクリーニングまで

C-IC は石油化学製品や電子材料などの各種規制に利用されている。 近年、 全ふっ

素分析を利用して PFAS スクリーニングへの応用が期待されている。 今回は多様な試

料の測定が可能な AQF-5000H を用いた実践的な分析事例を紹介します。
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日東精工アナリテック
5ホール　5A-101

各種ノベルティーをご用意
オリジナル付箋 保冷温バッグ

※数量に限りがあるものがございます。




